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仮
に
、
中
華
料
理
を
扱
っ
た

ミ
ス
テ
リ
の
短
篇
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

を
編
む
機
会
に
恵
ま
れ
た
な
ら
、

本
書
の
表
題
作
「
幻
の
百
花
双

瞳
」
は
、
ま
っ
先
に
入
れ
た
い

一
篇
で
あ
る
。
他
に
嵯
峨
島
昭

「
北
京
烤
鴨
殺
人
事
件
」
、
半

村
良
「
巨
大
餃
子
の
襲
撃
」
、

…
…

な
ど
が
思
い
浮
ぶ
が
、
料

理
と
ミ
ス
テ
リ
が
不
可
分
に
結

び
つ
い
て
い
る
点
で
、
「
幻
の

百
花
双
瞳
」
を
し
の
ぐ
も
の
は

ち
ょ
っ
と
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
短
篇
集
は
神
戸
を
背
景

に
し
た
も
の
が
多
い
。
「
ダ
ー

ク
・
チ
ェ
ン
ジ
」
に
は
は
っ
き

り
地
名
が
書
か
れ
て
な
い
が
、

こ
れ
も
神
戸
と
考
え
て
い
い
だ

ろ
う
。
五
篇
の
う
ち
巻
末
の

「
神
に
許
し
を
」
を
除
く
四
篇

ま
で
が
神
戸
も
の
な
の
だ
か
ら
、

短
篇
集
全
体
と
し
て
は
『
六
甲

山
心
中
』(

一
九
七
一
年)

に
先

だ
つ
神
戸
ミ
ス
テ
リ
集
と
言
っ

て
も
い
い
。

収
録
作
品
は
い
ず
れ
も
、
直

木
賞
を
受
賞
し
た
一
九
六
九
年

の
前
半
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、

初
出
の
順
に
誌
す
と
、
「
神
に

許
し
を
」(

三
月)

、
「
幻
の
百

花
双
瞳
」(

四
月)

、
「
ダ
ー
ク
・

チ
ェ
ン
ジ
」(

同
月)

、
「
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
・
サ
ン
バ
」(

五
月)

、

「
港
が
ら
す
」(

同
月)

と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
神
戸
の
風
俗
が

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
・
サ
ン
バ
」

「
港
が
ら
す
」
の
二
篇
だ
し
、

推
理
小
説
的
な
切
れ
味
で
は

「
ダ
ー
ク
・
チ
ェ
ン
ジ
」
が
出

色
だ
ろ
う
。

「
神
に
許
し
を
」
は
陳
氏
に
は

珍
し
く
西
洋
史
上
の
人
物
の
行

跡
を
追
い
、
最
後
に
大
胆
な
仮

説
を
示
し
た
歴
史
推
理
だ
が
、

主
人
公
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル
は

「
フ
ラ
ン
ス
の
い
か
さ
ま
著
作

家
」
と
し
て
『
岩
波
西
洋
人
名

辞
典
増
補
版
』(

一
九
八
一
年)

に
も
登
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
百
花
双
瞳
だ
が
、

『
美
味
方
丈
記
』(

一
九
七
三
年

毎
日
新
聞
社)

の
中
に
「
ま
ぼ

ろ
し
の
百
花
双
瞳
」
と
い
う
一

章
が
あ
る
。
こ
の
本
は
陳
氏
と

錦
墩
夫
人
と
の
共
著
に
な
っ
て

い
る
が
、
陳
氏
単
独
の
エ
ッ
セ

イ
と
は
文
体
が
全
く
違
う
か
ら
、

夫
人
が
主
に
執
筆
し
、
陳
氏
は

材
料
を
提
供
し
た
り
文
章
に
手

を
入
れ
た
り
し
た
の
だ
ろ
う
。

と
に
か
く
こ
の
本
に
よ
れ
ば
、

「
百
花
双
瞳
と
い
う
の
は
、
夫

が
小
説
の
中
で
名
づ
け
た
も
の

で
、
実
在
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
あ
れ
ば
偶
然
の

一
致
で
す
。
眼
の
よ
う
な
形
を

し
た
点
心
で
、
そ
の
上
に
豆
か

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
二
つ
の
せ
て
ヒ

ト
ミ
が
二
つ
つ
い
て
い
る
形
に

な
る
の
で
、
双
瞳
と
名
づ
け
た

の
で
す
。
一
つ
の
眼
に
二
つ
の

ヒ
ト
ミ
が
あ
る
な
ん
て
化
物
で

す
が
、
こ
れ
は
『
重
瞳
子
』
と

い
っ
て
、
才
能
抜
群
の
相
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
漢
の
高
祖
と
天

下
を
争
っ
た
項
羽
が
そ
う
で
し

た
」
と
い
う
。

一
九
八
七
年
九
月

新
保
博
久

徳
間
文
庫
版
、
新
保
博
久

「
解
説
」
よ
り
抜
粋
引
用

出
版
社
の
編
集
者
、
新
聞
社
の
記
者

に
と
っ
て
、
陳
舜
臣
さ
ん
宅
訪
問
は
楽

し
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
陳
さ
ん
の
話

よ
り
、
奥
さ
ん
の
手
料
理
目
当
て
と
い

う
不
埒
な
独
身
者
も
い
た
と
か
。

ふ

ら

ち

そ
の
奥
様
と
陳
さ
ん
の
共
著
に
な
る

『
美
味
方
丈
記
』
の
こ
と
が
上
の
枠
内
、

新
保
博
久
氏
の
「
解
説
」
に
出
て
き
ま

す
。百

花
双
瞳
と
い
う
料
理
名
が
陳
さ
ん

の
命
名
と
い
う
箇
所
は
中
公
文
庫
版
の

37
頁
で
す
。
是
非
、
お
読
み
下
さ
い
。

画
像
は
、
中

公
文
庫
版
の
カ

バ
ー
表
紙
と
カ

バ
ー
表
紙
裏
掲

載
の
ご
夫
婦
の

写
真
で
す
。

奥
様
の
お
名

前
は

錦
墩

き
ん
と
ん

で
す
。

「
幻
の
百
花
双
瞳
」

中
華
料
理
を
扱
っ
た
ミ
ス
テ
リ

短
篇
の
筆
頭

最
初
の
神
戸
ミ
ス
テ
リ
集

収
録
五
作
、初
出
は
同
じ
時
期

珍
し
い
作
品

「
神
に
許
し
を
」

百
花
双
瞳
は
陳
さ
ん
の
命
名

『
幻
の
百
花
双
瞳
』
補
足

『
美
味
方
丈
記
』



題　　初出 『幻の百花双瞳』　　各編紹介

幻の百花双瞳
『小説新潮』
昭和44年4月号

取調室で刑事の執拗な追及を受けながら、「私」丁祥道は二度と百花双瞳はつくるまい
と思った。十四歳で広州から神戸の華僑宅に奉公に出され、主人から「あんなに美味し
いものはなかった」と聞かされたのを職人気質の料理長に洩らしたのが始まりだった。
しかし、彼に手伝わされて料理法も材料も分からぬまま挑んだ幻の名点心が、こんなに
も恐ろしい結末を呼ぶことになるとは……　　　　　（文庫本キャッチコピーより）

フラワーロード・
サンバ

『小説現代』
同44年5月号

アメリカ人のステラ・ケイン(35歳)は観光旅行の途上、船で横浜に着く。ステラにとっ
て日本は、船会社に勤めていた父の仕事の関係で、かつて、10年間を過ごした国であ
り、亡父の思い出につながる土地でもあった。ステラは、挨拶に寄った父の勤めていた
会社で、サラゴサ号の新任船長ロバート･ハリソンと知り合う。彼女は、日本在留の最後
の2年間、東京のある私立高校で英会話の教師をした経歴があり、東京でのスケジュール
の一つは、この時の教え子、大沢庄吾と関口裕に会うことだった。あと、登場人物にサ
ラゴサ号の前任船長ジョン･ハードとハードのコウベ･ワイフである日本婦人サエが加わ
る。ヤマ場は、大沢たちが参加した神戸フラワーロードのカーニバルの前夜及び当日、
殺人事件を伴っておとずれる

ダーク・チェンジ
『問題小説』
同44年4月号

もと、広域暴力団大宮組の舎弟根津辰治が、南栄運輸を乗っ取って社長に納まったのは
３年前であった。社長になると根津は、私生活面でも、プール付きのモダンな鉄筋住宅
を新築し、永年連れ添った、組員から「あねさん」と呼ばれた信江と別れ、「社長夫
人」が似合う阿紀子と再婚する。ストーリーは、ほか、お手伝いの「私」、南栄運輸の
前社長の息子中村慎造らが絡み、追い出された信江の復讐劇という形で進展する

　　港がらす
『小説エース』
同44年5月号

神戸港で沖仲仕をしていた河上庫吉は作業中に負傷、肩をやられて力仕事ができなくな
り、今は荷後屋に雇われている。荷後屋とは、荷役のあと、艀に残った雑穀や金属や鉱
石類を掃き集めていただいて行く商売だ。庫吉の主人は、もと、伊勢で海女をしていた
女で、港では「アパッチのお秋」で通っていた。庫吉は使用人だが、お秋の情夫でも
あった。そんな庫吉のところへ、外国航路の船員をしている竹馬の友、杉並勝がやって
来る。これが事件の先触れとなる

　神に許しを
『別冊文藝春秋』
第107号
同44年3月

サルマナザールは実在の人物である。18世紀初頭、ヨーロッパ人は東アジアに関心を寄
せていたものの、ほとんどの西欧人にとって東洋は未知の世界だった。サルマナザール
はフランス生まれにも関わらず自らを台湾人と偽り、偽書の傑作『台湾誌』を出版し、
主にロンドンのサロンで注目を集めた。サルマナザールを描いた「神に許しを」は陳作
品にあって珍しい作品である。『幻の百花双瞳』所収の他の４作に比べ、舞台も時代も
異なり、ここに収められているのが奇異である。収録根拠は同時期の執筆と言うことか
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『幻の百花双瞳』 各編紹介と補足

私(

橘)

は
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル

と
い
う
人
物
を
知
ら
ず
に
読
ん

だ
の
で
、
「
神
に
許
し
を
」
は
、

よ
く
分
か
ら
な
い
作
品
で
し
た
。

「
陳
舜
臣
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な

作
品
も
あ
る
の
だ
」
と
い
う
の

が
率
直
な
読
後
感
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
ネ
ッ
ト
で
拾
っ

た
感
想
文
に
次
の
文
章
が
あ
り
、

感
服
し
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る

人
は
知
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
に
、
読
み
方
が
深
い
。

さ
ぶ
ろ
う
の
領
土

表
題
作
を
含
む
５
作

の
短
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

私
は
18
世
紀
に
実
在
し
た
稀
代

の
詐
欺
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ル
マ

ナ
ザ
ー
ル(

『
台
湾
誌
』
の
著

者)

に
つ
い
て
書
か
れ
た
「
神

に
許
し
を
」
が
目
当
て
で
読
ん

だ
。
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
彼
が

な
ぜ
台
湾
人
を
名
乗
り
、
行
っ

た
こ
と
も
な
い
台
湾
に
つ
い
て

の
デ
タ
ラ
メ
な
知
識
を
捏
造
し

語
っ
た
の
か
。
と
て
も
細
や
か

な
心
理
描
写
で
描
か
れ
て
非
常

に
面
白
く
、
な
に
よ
り
説
得
力

が
あ
っ
た
。
５
作
と
も
ミ
ス
テ

リ
ー(
推
理
小
説)

と
し
て
書
か

れ
て
い
る
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
と

し
て
読
む
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
登
場
人
物
た
ち
の
心
情
や
感

情
を
味
わ
い
な
が
ら
読
む
作
品

だ
と
思
っ
た
。

「
神
に
許
し
を
」
か
ら
引
用

し
ま
す
。

人
間
の
額
に
は
、
限
ら
れ
た

少
数
の
同
類
に
し
か
見
え
な
い

烙
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

イ
ネ
ス
は
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル
の

額
に
、
そ
れ
ら
し
い
烙
印
を
認

め
た
。

連
隊
付
牧
師
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

イ
ネ
ス
は
、
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル

に
ペ
テ
ン
師
の
臭
い
を
嗅
ぎ
つ

け
見
破
る
。
そ
し
て
、
囁
く
。

さ
さ
や

イ
ネ
ス
は
、
台
湾
人
サ
ル
マ

ナ
ザ
ー
ル
を
演
出
し
、
サ
ル
マ

ナ
ザ
ー
ル
を
利
用
す
る
。

『
幻
の
百
花
双
瞳
』

「
神
に
許
し
を
」
補
足

ddnavi.com/serial/570128/a より



こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
、
サ
ス
ペ
ン

ス
を
内
容
と
す
る
六
編
の
短
編
小
説

は
、
作
者
が
「
あ
と
が
き
」
で
い
う

よ
う
に
神
戸
を
舞
台
と
し
た
こ
と
で

共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
陳
舜
臣
氏
が
直
木
賞
を
受

け
た
の
は
昭
和
四
十
三
年
下
半
期
で

あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
六
編
は
受
賞
の

年
と
そ
の
直
後
と
に
書
か
れ
た
作
品

ば
か
り
で
も
あ
る
。

こ
の
時
期
、
陳
さ
ん
は
神
戸
の
山

手
で
あ
る
山
本
通
り
に
住
ん
で
い
て
、

朝
の
登
山
を
日
課
に
し
て
い
た
。
登

山
靴
を
は
い
て
、
毎
朝
七
時
ご
ろ
家

を
出
、
谷
川
沿
い
の
道
を
再
度
山
へ

登
っ
て
ゆ
く
。
少
々
の
雨
で
も
出
か

け
た
。
往
復
三
キ
ロ
た
ら
ず
で
、
そ

の
背
山
も
四
六
八
メ
ー
ト
ル
の
標
高

だ
け
れ
ど
、
の
ぼ
り
は
か
な
り
き
つ

い
。
「
ぼ
く
ら
は
逃
げ
た
」
に
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
戸
が
海
港
都

市
と
し
て
ひ
ら
け
る
と
、
や
っ
て
来

た
外
人
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
登
山
を
は
じ
め
、
そ
れ
が
市
民
に

も
伝
わ
っ
て
、
早
朝
登
山
を
す
る
習

慣
が
で
き
た
。
常
連
は
自
然
に
親
睦

会
を
こ
し
ら
え
、
山
の
茶
屋
に
ノ
ー

ト
を
備
え
つ
け
て
登
山
ご
と
に
記
名

し
、
皆
勤
賞
や
精
勤
賞
を
出
し
あ
っ

た
り
し
た
。
「
ぼ
く
ら
は
逃
げ
た
」

に
「
谷
道
が
登
山
道
に
な
っ
て
い
て
、

何
軒
か
の
茶
店
も
あ
る
。
ふ
つ
う
の

民
家
も
す
く
な
く
な
い
。…

…

早
朝

に
は
何
百
人
も
の
常
連
の
登
山
者
が

登
っ
て
、
茶
店
の
広
場
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
す
る
の
だ
」
と
あ
る
と
お
り
で

あ
る
。

陳
さ
ん
も
そ
の
常
連
の
ひ
と
り
で
、

直
木
賞
を
受
け
た
と
き
は
、
常
連
が

山
で
お
祝
い
を
や
っ
た
そ
う
だ
。
そ

し
て
、
受
賞
直
後
の
と
り
わ
け
執
筆

に
多
忙
で
あ
っ
た
そ
の
こ
ろ
も
、
往

復
一
時
間
あ
ま
り
の
登
山
は
欠
か
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
山
で
は
い
つ

も
漢
詩
を
微
吟
し
て
い
た
と
い
う
。

陳
さ
ん
は
推
理
作
家
で
あ
る
と
と

も
に
大
変
な
知
識
人
で
あ
り
、
日
本

の
現
代
詩
人
と
は
異
質
の
詩
人
で
も

あ
る
。
い
つ
か
陳
さ
ん
の
人
と
文
学

を
語
る
テ
レ
ビ
番
組
に
友
人
と
し
て

出
て
、
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
つ
い
で

に
「
推
理
小
説
よ
り
歴
史
物
や
エ
ッ

セ
イ
の
ほ
う
が
好
き
だ
」
と
口
を
す

べ
ら
せ
た
ら
、
陳
さ
ん
は
「
ほ
め
ら

れ
た
よ
う
な
、
ク
サ
さ
れ
た
よ
う
な
」

と
苦
笑
し
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
わ

た
し
の
好
み
で
あ
り
、
推
理
小
説
以

外
の
も
の
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
か
ら
で
、
作
者
の
せ
い
で
は

な
い
。
そ
の
点
、
わ
た
し
は
陳
さ
ん

の
推
理
小
説
を
語
る
の
は
適
格
で
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
『
六
甲
山

心
中
』
は
、
も
ち
ろ
ん
作
り
あ
げ
ら

れ
た
、
現
実
に
は
な
い
ミ
ス
テ
リ
ー

の
物
語
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
そ
ら

ぞ
ら
し
さ
が
な
く
、
神
戸
と
い
う
町

の
風
土
が
物
語
り
の
な
か
に
こ
な
れ

き
っ
て
い
る
、
と
は
自
信
を
も
っ
て

い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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神戸もの短篇ミステリ６作を収録『六甲山心中』

「
あ
と
が
き
」
冒
頭
の
数
行
で
す
。

い
ま
私
は
書
斎
の
南
の
窓
か
ら
、

神
戸
の
ま
ち
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

夏
の
夕
陽
を
浴
び
て
、
一
直
線
の
防

波
堤
が
港
に
白
く
伸
び
、
そ
の
む
こ

う
を
紀
伊
の
山
な
み
が
縁
ど
っ
て
い

る
。
ふ
り
か
え
っ
て
、
東
の
窓
を
み

る
と
、
そ
こ
か
ら
六
甲
山
の
綠
が
の

ぞ
き
こ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
木
々
の

息
吹
き
は
、
私
の
膚
に
ま
で
伝
わ
っ

て
く
る
。

「
あ
と
が
き
」
の
日
付
は
一
九
七

一
年
八
月
と
な
っ
て
い
る
。
伯
母
野

山
へ
の
転
居
は
一
九
六
九
年
十
二
月

で
す
。
ま
た
、
収
録
作
品
の
初
出
は
、

一
番
早
い
「
骨
を
洗
う
女
」
が
昭
和

43
年
１
月
号
、
一
番
遅
い
「
僕
ら
は

逃
げ
た
」
が
昭
和
45
年
９
月
号
で
す

か
ら
、
６
作
は
、
山
本
通
り
の
家
か

ら
、
伯
母
野
山
の
新
居(

六
甲
山
房)

に
か
け
て
の
執
筆
で
す
。

『
六
甲
山
心
中
』
「
あ
と
が
き
」

中
公
文
庫
版
、足
立
巻
一
「
解

説
」
よ
り
抜
粋
引
用

陳
さ
ん
、再
度
山
登
山
は

山
本
通
り
の
家
の
時
期

本号１、２頁に紹介した『幻の百花双瞳』所収５編は、「神に許しを」を除く４編が神戸ものです。という

ことで、もう一冊も神戸もの、『六甲山心中』(1971 中央公論社)を取り上げました。

「解説」中の小見出し及び傍線は編集委員の加筆。

足
立
氏
「
推
理
小
説
よ
り
歴
史
物

や
エ
ッ
セ
イ
の
ほ
う
が
好
き
」

「直木賞受賞祝賀会」
於：再度山灯籠茶屋前 1969.2.2 撮影

詳しくは本通信No.54参照

旧陳舜臣邸 2022年5月撮影

遠景、神戸のまちと港が見える

詳しくは本通信No.73参照



題　　初出
　

六甲山心中
『問題小説』

昭和43年11月号

染められた骨
『小説新潮』
同44年9月号

三角犯罪
『小説セブン』
同45年2月号

　　幻の不動明王
『問題小説』
同45年3月号

佐野淳子は、ヒッピーまがいのグループ、ユニコーンの仲間に
入っている。淳子の父佐野隆一郎は、社長を辞めて会長に祭り上
げられ、今は書画骨董にエネルギーを向ける。一千万という大金
が必要になった淳子は、父が探し求める村田仙岳作不動明王の贋
作を父に売りつけ一儲けすることを企む。一千万は、ユニコーン
のメンバーを収容する場所、サロンを得るためのもので、筋書き
を作り、グループのメンバーが役割を演じる。首尾、結末は？
(不動明王イメージ。画像は長田晴鳳作「不動明王像」→)

骨を洗う女
『小説現代』
同43年1月号

　ぼくらは逃げた
『小説セブン』
同45年9月号

「ぼく」17歳、ミチコ16歳。「ぼく」にとっては、この世の中には仲間と、そうでない
人間の、二種類しかいない。「ぼく」は、「仲間」緒方ミチコと知り合い、同棲を続け
ている。「金がほしいなあ」と言い合う二人が、ミチコの情報で、北野町にあるアメリ
カ人マッケンジー邸に押し入り予想外の大金を手にする。郵便配達に見つかり、二人は
裏山へ逃げ込むが、制服、私服、大勢の警官による捜索が迫ってくる

『六甲山心中』　　各編紹介

死に場所を探して夜通し六甲山中をさまよった航太郎と牧子は、早朝、二人連れの男に
出会う。航太郎・牧子と二人の男は、格闘となり、あげく、航太郎・牧子は一緒に生き
埋めにされようとする。二人の男は工事現場の朝出の作業員に見えたが、実は殺人犯
で、さて…

古河照子は三年間のアメリカ留学中にアメリカ青年と同棲し、破局、堕胎。その後、帰
国して、南米の一小国モルマテ共和国の神戸領事館に職を得ていた。照子はある初夏の
一日、唐招提寺に遊ぶが、境内で三十前後の男性から声をかけられる。名刺には、商社
としては超一流の三弘物産市場調査室高木康雄とあった。二人の関係は、二年前のアメ
リカ人青年の時と恐ろしいほどよく似て経過する。ほか、登場人物にモルマテ共和国神
戸領事のバルボサ、書記コスタが加わり、本国でのクーデターまで絡み進展する

Ｂ重工業営業部高浜啓一郎は、村崎葉子とデートし、深夜に戻ったアパートで見知らぬ
男の死体を発見する。鍵を挿しても玄関ドアが開かないはずで、窓ガラスを割って入る
と、内側のノブにはコードが巻き付けられ、それがそばの柱にしっかりと結びつけられ
た「密室」であった。警察は、たれ込みもあり、窃盗グループの内輪もめと読み、素早
く犯人を検挙する。しかし、高浜は「胸に兆した疑い」にこだわる…

君島悦二は、三明倉庫神戸支店に赴任早々のある晩、元町裏の居酒屋で栗色の髪をした
外人女性マーシャと出会う。五度目のデートのあと、彼女の家、北野町にある古めかし
い木造洋館に誘われる。マーシャは、かつて、この家で両親と暮らしていたが、今は一
人暮らしという。その夜の彼女の話によると、自分たちは神戸に住みついた白系ロシア
人で、３歳の時、母が病死し、８歳のとき、父が死んだ。父親の死は、ロシア人同士の
決闘によるもので、今なお、遺骨はこの邸の床下に眠っているという。さて…

2022.7.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.75 ＜ ４ ＞

再
度
山
登
山
の
箇
所
、
補
足
し
ま
す
。

ふ
た
た
び
さ
ん

『
燃
え
る
水
柱
』
か
ら
引
用
し
ま
す
。

弘
法
大
師
が
二
度
こ
の
山
に
登
っ
た
こ
と
か

ら
、
『
再
度
山
』
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
谷
川

ぞ
い
の
道
は
、
市
民
の
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
に

手
ご
ろ
な
の
で
、
毎
朝
登
っ
て
く
る
人
が
多
い
。

た
ま
た
ま
そ
の
再
度
山
の
麓
に
住
む
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
私
は
朝
食
前
の
登
山
を
日
課
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
山
の
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
は
午
前
六
時
ご
ろ
で
あ
る
。
ラ
ジ

オ
体
操
を
茶
店
の
庭
で
、
そ
ろ
っ
て
や
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
刻
に
あ
わ
せ
て

登
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
夜
の
遅
い
仕
事
な

の
で
、
私
の
登
山
は
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
か
ら
だ

い
ぶ
は
ず
れ
る
。
午
前
八
時
を
す
ぎ
て
か
ら
家

を
出
る
の
だ
。(

中
略)

い
つ
も
の
よ
う
に
茶
店
で
紅
茶
を
飲
み
、
七

言
絶
句
を
五
首
読
ん
で
、
そ
れ
か
ら
帰
る
こ
と

に
し
た
。(

徳
間
文
庫
版p

.18
4-
18
5)

『
六
甲
山
心
中
』

前
頁
、足
立
巻
一
氏
「
解
説
」
の
補
足

『六甲山心中』 各編紹介と補足

燈
籠
茶
屋
に
置
か
れ
た
「
神
戸
武
夷
登
山
会
」
の

署
名
簿

編
集
委
員
撮
影


